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 1 

フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

劇

場

（

セ

レ

ク

ト

）

 
第

十

一

話

 

 
 

「

募

金

」

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大

太

 

大
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【

は

じ

め

に

】

 

○

「

フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

劇

場

」

作

者

の

大

太

 

大

（

お

お

た

・

だ

い

）

と

申

し

ま

す

。

つ

た

な

い

作

品

に

ご

興

味

を

持

っ

て

頂

き

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

 

 

【

フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

劇

場

と

は

】
 

○

作

者

が

世

の

中

で

違

和

感

を

感

じ

て

い

る

事

や

疑

問

に

思

っ

て

い

る

こ

と

な

ど

に

対

し

て

、
「

も

し

、

こ

う

い

う

設

定

や

条

件

に

な

っ

た

ら

、

当

事

者

た

ち

は

ど

う

動

く

の

か

」

を

考

え

た

オ

ム

ニ

バ

ス

ド

ラ

マ

で

す

。

フ

ィ

ル

ム

・

バ

イ

ヤ

ー

さ

ん

で

は

ド

ラ

マ

部

門

に

全

二

十

五

話

を

ま

と

め

て

公

開

し

て

お

り

、

そ

れ

と

同

様

に

完

全

著

作

権

フ

リ

ー

で

す

の

で

、

詳

細

は

そ

ち

ら

を

ご

覧

下

さ

い

。

マ

ス

メ

デ

ィ

ア

に

少

々

風

が

向

い

て

い

る

「

性

根

の

曲

が

っ

た

社

会

派

ド

ラ

マ

」

で

、

こ

の

第

十

一

話

は

そ

の

中

か

ら

、

作

者

が

是

非

読

ん

で

欲

し

い

脚

本

を

セ

レ

ク

ト

し

た

話

に

な

り

ま

す

。

で

は

本

編

を

ど

う

ぞ

。
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【

登

場

人

物

】

 

宮

下
 

義

弘

（

み

や

し

た

・

よ

し

ひ

ろ

）
（

４

８

）

…
大

日

本

テ

レ

ビ

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

番

組

「

Ｓ

．

Ａ

．

Ｇ

．

Ｉ

．
」

総

合

プ

ロ

ジ

ュ

ー

サ

ー

 

山

田

 

浩

一

（

や

ま

だ

・

こ

う

い

ち

）
（

６

３

）

…

大

日

本

テ

レ

ビ

取

締

役
 

 

石

川

 

元

基

（

い

し

か

わ

・

も

と

き

）
（

４

０

）

…

「

Ｓ

．

Ａ

．

Ｇ

．

Ｉ

．
」

プ

ロ

ジ

ュ

ー

サ

ー

 

真

鍋

 

邦

夫

（

ま

な

べ

・

く

に

お

）
（

４

４

）
…

同

右

 

藤

村

 

直

（

ふ

じ

む

ら

・

た

だ

し

）
（

４

５

）

…
同

右

 

近

藤

 

和

美

（

こ

ん

ど

う

・

か

ず

み

）
（

２

７

）

…
同

 

ア

シ

ス

タ

ン

ト

デ

ィ

レ

ク

タ

ー

 

 

本

木

 

英

智

（

き

も

と

・

ひ

で

ち

）
（

５

３

）

…

ア

ニ

メ

１

 

プ

ロ

ジ

ュ

ー

サ

ー

 

武

山

 

慶

次

（

た

け

や

ま

・

け

い

じ

）
（

５

０

）

…

ア

ニ

メ

２

 

プ

ロ

ジ

ュ

ー

サ

ー

 

 

仁

科

 

弘

明

（

に

し

な

・

ひ

ろ

あ

き

）
（

３

７

）

…

深
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夜

ア

ニ

メ

 

プ

ロ

ジ

ュ

ー

サ

ー

 

 
江

ノ

島
 

秀

樹

（

え

の

し

ま

・

ひ

で

き

）
（

２

７

）

…

「

Ｓ

．

Ａ

．

Ｇ

．

Ｉ

．
」

の

応

援

寄

付

サ

イ

ト

立

ち

上

げ

者

 

 

萩

原

…

電

話

（

声

）

 

 

ネ

ッ

ト

民

１

 

司

会

 

「

Ｓ

．

Ａ

．

Ｇ

．

Ｉ

．
」

総

合

司

会

 

メ

イ

ン

パ

ー

ソ

ナ

リ

テ

ィ

 

宮

下

の

息

子
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【

あ

ら

す

じ

】

 

大

日

本

テ

レ

ビ

毎

年

恒

例

の

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

番

組

が

今

年

も

開

催

さ

れ

る

。

取

締

役

の

山

田

浩

一

は

総

合

プ

ロ

デ

ュ

ー

サ

ー

に

宮

下

義

弘

を

指

名

、

原

点

回

帰

と

数

値

目

標

を

示

さ

れ

る

。

 

宮

下

は

プ

ロ

ジ

ュ

ー

サ

ー

の

石

川

元

基

・

真

鍋

邦

夫

・

藤

村

直

と

動

画

サ

イ

ト

で

、

募

金

を

ス

ー

パ

ー

チ

ャ

ッ

ト

で

も

行

な

え

る

企

画

を

模

索

す

る

。

 

一

方

、

番

組

に

否

定

的

な

江

ノ

島

秀

樹

は

、

悪

意

を

持

っ

て

、

応

援

寄

付

サ

イ

ト

を

立

ち

上

げ

る

。

 

番

組

が

始

ま

り

、

江

ノ

島

の

意

図

を

理

解

し

た

人

々

が

寄

付

を

開

始

。

江

ノ

島

を

協

力

者

と

見

た

宮

下

は

、

番

組

へ

の

出

演

依

頼

を

Ａ

Ｄ

に

指

示

す

る

。

 

し

か

し

、

番

組

Ａ

Ｄ

の

近

藤

和

美

は

江

ノ

島

の

行

動

が

、

番

組

へ

の

抗

議

で

あ

る

と

宮

下

に

告

げ

る

。

 

番

組

終

了

後

、

宮

下

は

、

元

司

会

者

の

萩

原

か

ら

番

組

に

存

在

意

義

が

あ

れ

ば

形

は

問

わ

な

い

の

で

は

な

い

か

と

助

言

さ

れ

る

。

そ

し

て

宮

下

は

一

度

立

ち

止

ま

っ

て

考

え

た

い

と

山

田

に

申

し

出

る

が

、

山

田

か

ら

の

返

事

に

疑

問

を

持

ち

、

退

社

す

る

。
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○

番

組

制

作

記

者

会

見

（

昼

）

 

フ

ラ

ッ

シ

ュ

が

焚

か

れ

る

。

 
司

会

「

今

年

も

大

日

本

テ

レ

ビ

の

チ

ャ

リ

テ

ィ

番

組

「

セ

ー

ブ

・

ア

ン

ド

・

ギ

フ

ト

・

ウ

ィ

ズ

・

愛

 

２

０

２

５

（

略

称

Ｓ

．

Ａ

．

Ｇ

．

Ｉ

．

 

２

０

２

５

）

が

開

催

さ

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

」

 

司

会

「

放

送

時

間

は

、

全

日

帯

、

つ

ま

り

午

前

６

時

か

ら

夜

の

１

２

時

に

な

り

ま

す

」
 

司

会

「

そ

れ

で

は

、

総

合

司

会

と

メ

イ

ン

パ

ー

ソ

ナ

リ

テ

ィ

か

ら

抱

負

を

頂

き

た

い

と

思

い

ま

す

」

 

総

合

司

会

と

メ

イ

ン

パ

ー

ソ

ナ

リ

テ

イ

ー

が

抱

負

を

述

べ

て

い

く

。

 

そ

れ

を

宮

下

が

見

て

い

る

。

 

 

（

回

想

シ

ー

ン

始

め

）

 

○

大

日

本

テ

レ

ビ

 

取

締

役

室

 

山

田

浩

一

は

椅

子

に

座

っ

て

い

る

。

 

山

田

「

宮

下

君

、

今

年

の

Ｓ

．

Ａ

．

Ｇ

．

Ｉ

．

は

君

に

任

せ

た

い

」

 

宮

下

義

弘

「

は

い

。

光

栄

で

す

」
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山

田

「

君

に

任

せ

る

の

は

、

ウ

チ

の

ゴ

ー

ル

デ

ン

で

人

気

番

組

を

手

が

け

て

い

る

手

腕

を

買

っ

て

の

こ

と

だ

」
 

宮

下

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

 

山

田

「

君

も

知

っ

て

い

る

通

り

、

こ

の

番

組

は

４

０

年

以

上

続

く

ウ

チ

の

看

板

番

組

だ

。

チ

ャ

リ

テ

ィ

番

組

で

社

会

活

動

に

貢

献

す

る

意

味

合

い

も

あ

る

。

だ

か

ら

多

少

単

価

は

高

い

が

、

ス

ポ

ン

サ

ー

も

積

極

的

に

広

告

を

出

し

て

く

れ

て

い

る

」

 

宮

下

「

は

い

。

承

知

し

て

い

ま

す

」

 

山

田

「

…

た

だ

、

最

近

は

番

組

の

構

成

や

考

え

方

が

時

代

に

合

っ

て

い

な

い

の

で

は

な

い

か

、

と

い

う

話

も

漏

れ

聞

こ

え

て

く

る

。

こ

こ

は

原

点

回

帰

を

基

本

に

、

今

の

要

素

も

取

り

入

れ

て

、

う

ま

く

融

合

さ

せ

る

よ

う

に

考

え

て

く

れ

」

 

宮

下

「

は

い

。

分

か

り

ま

し

た

」

 

山

田

「

そ

れ

と

…

」

 

山

田

は

椅

子

か

ら

立

ち

上

が

り

、

外

を

見

る

。

 

山

田

「

両

方

と

も

１

５

と

２

０

で

頼

む

」
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宮

下

「

え

っ

…

？

 

数

字

が

必

要

な

の

で

す

か

？

」

 

山

田

「

…

こ

の

番

組

の

『

格

』

だ

」

 
宮

下

「
…

」

 

山

田

「

頼

ん

だ

ぞ

」

 

宮

下

「

…

は

い

」
 

宮

下

Ｍ

「

原

点

回

帰

…
か

」

 

（

回

想

シ

ー

ン

終

わ

り

）

 

 

○

プ

ロ

ジ

ュ

ー

サ

ー

会

議

（

番

組

編

成

の

話

：

昼

）

 

宮

下

・

石

川

元

基

・

真

鍋

邦

夫

・

藤

村

直

の

４

人

が

会

議

室

で

打

ち

合

わ

せ

て

い

る

。
 

宮

下

「

石

川

、

第

一

回

目

の

番

組

プ

ロ

グ

ラ

ム

は

調

べ

て

あ

る

な

」

 

石

川

「

は

い

」

 

宮

下

「

ど

ん

な

感

じ

だ

っ

た

？

」

 

石

川

「

２

時

間

枠

で

ア

ニ

メ

を

や

っ

て

ま

す

ね

、

手

塚

先

生

の

。

数

字

は

良

か

っ

た

み

た

い

で

す

」

 

宮

下

「

時

間

帯

は

？

」

 

石

川

「

お

昼

で

す

」

 

宮

下

「

ア

ニ

メ

か

…

」
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真

鍋

が

身

を

乗

り

出

す

。

 

真

鍋

「

宮

下

さ

ん

、

ア

ニ

メ

と

言

え

ば

ウ

チ

に

は

大

き

な

コ

ン

テ

ン

ツ

が

２

つ

あ

り

ま

す

。

後

、

子

会

社

も

」

 

宮

下

「

あ

あ

。

今

回

は

Ｔ

シ

ャ

ツ

の

デ

ザ

イ

ン

も

し

て

も

ら

っ

た

し

な

。

オ

ン

エ

ア

は

日

曜

日

だ

か

ら

、

昼

の

目

玉

に

な

る

か

も

知

れ

な

い

が

…

」

 

宮

下

「

い

つ

も

の

ヤ

ツ

の

再

放

送

は

難

し

そ

う

か

？

」

 

真

鍋

「

分

か

り

ま

せ

ん

。

そ

れ

な

り

に

数

字

は

取

れ

る

か

と

思

い

ま

す

が

、

新

鮮

味

と

い

う

点

で

は

ど

う

か

と

…

」

 

宮

下

「

…

ま

あ

、

そ

う

だ

な

」

 

真

鍋

「

し

か

し

、

ア

ニ

メ

は

時

間

が

か

か

り

ま

す

ん

で

、

も

し

や

る

な

ら

早

め

に

話

を

通

し

て

お

か

な

い

と

」

 

宮

下

「

分

か

っ

た

、

す

ぐ

ア

ポ

を

取

っ

て

説

明

し

に

行

く

こ

と

に

す

る

」

 

宮

下

「

他

に

は

？

」

 

石

川

「

最

後

の

方

に

、

パ

レ

ー

ド

を

し

て

い

ま

し

た
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ね

。

外

で

す

」

 

宮

下

「

出

演

者

で

か

？

」

 
石

川

「

主

に

司

会

者

と

パ

ー

ソ

ナ

リ

テ

ィ

の

よ

う

で

す

。

直

近

の

コ

ー

ナ

ー

出

演

者

も

参

加

し

て

い

た

み

た

い

で

す

ね

」
 

宮

下

「

そ

う

か

…

。

マ

ラ

ソ

ン

を

ど

う

す

る

か

っ

て

話

は

あ

る

が

、

国

技

館

で

待

っ

て

い

る

よ

り

、

こ

ち

ら

か

ら

ど

こ

か

に

出

向

い

て

、

そ

れ

か

ら

み

ん

な

で

募

金

箱

を

持

っ

て

練

り

歩

く

っ

て

い

う

の

も

あ

り

か

も

な

。

近

く

で

確

保

で

き

そ

う

な

場

所

は

あ

る

か

？

」

 

真

鍋

「

小

規

模

で

も

ス

テ

ー

ジ

く

ら

い

は

作

ら

な

い

と

い

け

な

い

で

し

ょ

う

か

ら

、

代

々

木

公

園

く

ら

い

し

か

な

い

で

す

ね

。

た

だ

、

国

技

館

か

ら

１

０

ｋ

ｍ

以

上

、

歩

い

て

２

時

間

は

か

か

り

ま

す

ん

で

現

実

的

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

第

一

回

目

は

代

々

木

が

メ

イ

ン

会

場

だ

っ

た

よ

う

で

す

が

…

」

 

石

川

「

あ

と

は

、

道

路

の

使

用

許

可

も

あ

り

ま

す

し

、

募

金

す

る

た

め

に

一

般

の

方

も

付

い

て

く

る

で

し

ょ

う

か

ら

、

交

通

整

理

の

人

員

確

保

の

こ

と
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を

考

え

る

と

…

」

 

宮

下

「

…

難

し

そ

う

だ

な

。

天

候

の

こ

と

も

あ

る

し

な

」
 

宮

下

「

ド

ラ

マ

は

？

」

 

石

川

「

３

回

目

か

ら

で

す

」

 

宮

下

「

今

ま

で

は

基

本

、

ヒ

ュ

ー

マ

ン

ド

ラ

マ

だ

っ

た

が

…

。

ド

ラ

マ

は

数

字

に

直

結

す

る

し

な

」

 

石

川

「

は

い

。

そ

れ

も

フ

ィ

ナ

ー

レ

直

前

で

す

の

で

、

そ

れ

な

り

の

盛

り

上

げ

が

必

要

か

と

思

い

ま

す

」

 

宮

下

「

何

か

ア

イ

デ

ア

が

あ

る

ヤ

ツ

は

い

る

か

？

」

 

藤

村

が

手

を

挙

げ

る

。

 

藤

村

「

宮

下

さ

ん

、

ア

ク

シ

ョ

ン

も

の

と

か

は

ど

う

で

し

ょ

う

か

？

」

 

宮

下

「

ア

ク

シ

ョ

ン

？

 

ア

ク

シ

ョ

ン

と

番

組

の

趣

旨

を

ど

う

結

び

つ

け

る

ん

だ

？

」

 

藤

村

「

例

え

ば

、

自

閉

症

だ

が

頭

脳

明

晰

な

主

人

公

が

事

件

を

解

決

し

て

い

く

よ

う

な

。

フ

ラ

ン

ス

の

ド

ラ

マ

で

あ

り

ま

し

た

よ

ね

？

」

 

宮

下

「

あ

あ

、

そ

れ

は

知

っ

て

る

。

他

局

で

や

っ

て
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た

ヤ

ツ

だ

ろ

？

」

 

藤

村

「

は

い

。

そ

れ

に

カ

ー

ア

ク

シ

ョ

ン

と

か

を

組

み

合

わ

せ

て

、

っ

て

感

じ

で

」

 

宮

下

「

カ

ー

ア

ク

シ

ョ

ン

っ

て

言

っ

て

も

…

、

最

近

、

そ

う

い

う

の

は

見

た

こ

と

な

い

ぞ

？

 

大

丈

夫

な

の

か

？

」

 

藤

村

「

こ

の

番

組

の

大

口

ス

ポ

ン

サ

ー

が

昔

、

や

っ

て

た

と

聞

い

て

い

ま

す

の

で

、

ノ

ウ

ハ

ウ

は

あ

る

ん

じ

ゃ

な

い

か

と

思

っ

て

い

ま

す

」
 

宮

下

「

そ

う

言

え

ば

、

そ

う

だ

っ

た

な

」

 

藤

村

「

そ

の

時

の

キ

ャ

ス

ト

再

集

結

と

な

れ

ば

、

そ

れ

な

り

の

数

字

が

取

れ

る

か

と

…

」

 

宮

下

「

な

る

ほ

ど

。

確

か

に

Ｍ

３

、

Ｆ

３

層

あ

た

り

に

は

ウ

ケ

る

か

も

な

」

 

藤

村

「

音

楽

は

も

ち

ろ

ん

、

あ

の

方

で

」

 

宮

下

「

あ

の

人

は

、

ウ

チ

の

局

と

も

関

係

が

深

い

し

、

こ

の

番

組

と

も

関

係

が

深

い

。

ア

ニ

メ

の

テ

ー

マ

曲

は

誰

で

も

知

っ

て

る

し

な

。

い

い

と

思

う

。

た

だ

、

名

ト

ラ

ン

ペ

ッ

タ

ー

が

亡

く

な

っ

て

し

ま

っ

た

の

は

残

念

だ

が

…

。

と

り

あ

え

ず

、

候
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補

の

一

つ

と

し

て

お

こ

う

か

」

 

宮

下

「

そ

れ

じ

ゃ

あ

、

他

の

項

目

も

進

め

て

お

い

て

く

れ

」
 

石

川

・

真

鍋

・

藤

村

「

は

い

」

 

 

○

同

所

 

会

議

の

続

き
 

（

募

金

の

話

）

 

宮

下

「

さ

て

、

次

は

募

金

だ

。

目

標

金

額

達

成

に

は

、

今

ま

で

の

募

金

の

や

り

方

に

プ

ラ

ス

ア

ル

フ

ァ

が

必

要

だ

。

ア

イ

デ

ア

は

あ

る

か

？

」

 

石

川

が

手

を

挙

げ

る

。

 

石

川

「

宮

下

さ

ん

、

よ

り

気

軽

に

募

金

出

来

る

方

法

を

伸

ば

す

の

が

い

い

と

思

い

ま

す

。

前

回

も

そ

れ

で

伸

び

ま

し

た

し

」

 

宮

下

「

具

体

的

に

は

？

」

 

石

川

「

す

ぐ

に

目

に

見

え

る

形

に

す

る

の

は

ど

う

で

し

ょ

う

か

？

」

 

宮

下

「

目

に

見

え

る

？

」

 

石

川

「

は

い

。

今

ま

で

の

募

金

は

、

一

度

ま

と

め

て

か

ら

、

各

団

体

に

分

配

し

て

い

ま

し

た

。

で

す

が

、

そ

れ

が

不

透

明

さ

を

招

い

て

い

た

こ

と

も

事
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実

で

す

」

 

宮

下

「

そ

れ

で

？

」

 
石

川

「

前

回

の

募

金

で

は

、

キ

ャ

ッ

シ

ュ

レ

ス

募

金

が

手

軽

と

い

う

こ

と

で

好

評

で

し

た

。

で

す

の

で

、

動

画

サ

イ

ト

の

ス

ー

パ

ー

チ

ャ

ッ

ト

、

い

わ

ゆ

る

ス

パ

チ

ャ

で

そ

れ

を

や

れ

ば

い

い

ん

じ

ゃ

な

い

か

と

。

実

際

に

ス

パ

チ

ャ

み

た

い

だ

っ

た

と

い

う

話

も

あ

っ

た

み

た

い

で

す

し

」
 

宮

下

「

…

つ

ま

り

、

こ

の

番

組

の

チ

ャ

ン

ネ

ル

を

作

っ

て

ス

パ

チ

ャ

で

募

金

を

募

る

、

と

い

う

こ

と

か

？

」

 

石

川

「

は

い

。

ス

パ

チ

ャ

な

ら

チ

ャ

ン

ネ

ル

を

見

て

い

る

人

た

ち

に

す

ぐ

に

分

か

り

ま

す

の

で

、

募

金

し

た

感

が

出

る

ん

じ

ゃ

な

い

か

と

」

 

宮

下

は

顎

を

手

に

当

て

る

。

 

宮

下

「

悪

く

は

な

い

な

…

。

し

か

し

、

同

時

配

信

に

な

る

と

ス

ポ

ン

サ

ー

と

の

調

整

が

難

し

く

な

り

そ

う

だ

が

…

」

 

石

川

「

宮

下

さ

ん

、

全

部

マ

ラ

ソ

ン

の

中

継

と

か

は

ど

う

で

し

ょ

う

？

」
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宮

下

「

い

い

な

！

 

そ

れ

。

応

援

ス

パ

チ

ャ

み

た

い

な

感

じ

で

。

前

回

も

目

的

が

は

っ

き

り

し

て

い

た

か

ら

マ

ラ

ソ

ン

は

好

評

だ

っ

た

し

」

 

真

鍋

「

私

も

面

白

い

と

思

い

ま

す

」

 

藤

村

「

私

も

い

い

ア

イ

デ

ア

だ

と

思

い

ま

す

。

…

だ

た

、

チ

ャ

ッ

ト

欄

に

ア

ン

チ

が

来

て

荒

れ

ま

せ

ん

か

？

 

た

だ

で

さ

え

風

当

た

り

が

強

い

の

に

…

」

 

宮

下

「

…

そ

う

だ

な

。

じ

ゃ

あ

、

メ

ン

バ

ー

登

録

制

に

す

る

か

？

」

 

真

鍋

「

ア

ン

チ

が

登

録

す

れ

は

、

同

じ

こ

と

に

な

る

か

と

思

い

ま

す

」

 

宮

下

「

…

分

か

っ

た

。

ま

ず

ア

ン

チ

対

策

と

、

実

際

に

出

来

る

か

ど

う

か

の

２

つ

を

確

か

め

る

こ

と

に

し

よ

う

。

配

信

と

編

集

の

チ

ー

ム

に

相

談

し

て

見

て

く

れ

。

こ

の

２

つ

の

目

処

が

た

っ

た

時

点

で

考

え

よ

う

」

 

石

川

「

は

い

、

分

か

り

ま

し

た

」

 

宮

下

「

よ

し

、

今

日

の

打

ち

合

わ

せ

は

こ

こ

ま

で

」

 

 

○

ア

ニ

メ

ス

タ

ジ

オ

１

（

昼

）
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本

木

英

智

「

２

時

間

ス

ペ

シ

ャ

ル

…

で

す

か

？

」

 

宮

下

「

は

い

。

是

非

お

願

い

し

た

い

と

…

」

 
本

木

「

そ

ち

ら

の

趣

旨

に

沿

う

話

は

、

題

材

的

に

難

し

い

で

す

ね

。

こ

の

シ

リ

ー

ズ

の

ス

ペ

シ

ャ

ル

ド

ラ

マ

は

、

舞

台

が

外

国

で

ス

ケ

ー

ル

が

大

き

い

話

が

多

い

で

す

し

、

そ

う

で

な

い

と

キ

ャ

ラ

が

立

ち

ま

せ

ん

。

情

緒

的

な

シ

ー

ン

も

あ

り

ま

す

が

、

そ

れ

は

、

他

の

迫

力

あ

る

シ

ー

ン

と

の

対

比

が

あ

っ

て

の

こ

と

で

す

か

ら

」

 

宮

下

「

そ

う

で

す

か

…

」

 

本

木

「

…

と

こ

ろ

で

、

製

作

費

は

ど

の

く

ら

い

を

見

込

ん

で

い

ま

す

か

？

」

 

宮

下

「

一

応

、

チ

ャ

リ

テ

ィ

番

組

で

す

の

で

、

格

安

で

お

願

い

し

た

い

と

思

っ

て

い

ま

し

て

…

」

 

本

木

「

そ

れ

は

ま

す

ま

す

難

し

い

で

す

。

そ

ち

ら

に

は

大

変

な

恩

義

を

感

じ

て

い

ま

す

が

、

そ

う

い

う

こ

と

で

し

た

ら

、

お

断

り

さ

せ

て

下

さ

い

」

 

宮

下

「

そ

こ

を

何

と

か

…

」

 

本

木

「

他

の

出

演

者

の

み

な

さ

ん

を

悪

く

い

う

つ

も

り

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

タ

レ

ン

ト

や

芸

能

人

の

方
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は

、

オ

フ

ァ

ー

を

受

け

て

何

回

か

打

ち

合

わ

せ

を

し

て

の

出

演

、

な

の

で

し

ょ

う

？

」

 
宮

下

「

は

い

、

そ

う

で

す

。

ロ

ケ

や

ド

ラ

マ

に

出

て

頂

け

る

方

は

そ

れ

な

り

の

拘

束

が

か

か

り

ま

す

が

…

」

 

本

木

「

で

も

、

ウ

チ

が

引

き

受

け

る

と

な

れ

ば

、

ア

ニ

メ

ー

タ

ー

を

始

め

と

す

る

ス

タ

ッ

フ

が

月

単

位

で

か

か

り

っ

き

り

に

な

り

ま

す

。

そ

れ

で

金

払

い

が

悪

い

と

い

う

こ

と

に

な

れ

ば

、

ウ

チ

の

存

続

に

関

わ

り

ま

す

の

で

」

 

 

○

ア

ニ

メ

ス

タ

ジ

オ

２

（

昼

）

 

宮

下

「

…

ど

う

で

す

か

？

」

 

武

山

慶

次

「

こ

れ

は

…

、

難

し

い

で

す

ね

」

 

宮

下

「

ど

の

辺

り

が

、

で

す

か

？

」

 

武

山

「
『

社

会

的

な

弱

者

』

を

メ

イ

ン

で

描

く

っ

て

と

こ

ろ

で

す

ね

。

ウ

チ

の

ス

ト

ー

リ

ー

で

い

う

と

、

こ

う

い

う

人

物

は

犯

人

側

に

な

っ

て

し

ま

う

場

合

が

多

い

ん

で

す

よ

」

 

宮

下

「

ど

う

い

う

感

じ

に

な

る

の

で

す

か

？

」

 



フィクション劇場 第十一話「募金」 

 18 

武

山

「

こ

う

い

う

方

が

社

会

に

対

し

て

怒

り

を

持

っ

て

し

ま

っ

て

、

復

讐

す

る

た

め

に

犯

行

に

及

ぶ

、

っ

て

ス

ト

ー

リ

ー

で

す

ね

。

最

後

に

犯

人

の

悔

恨

の

シ

ー

ン

と

か

は

入

れ

ら

れ

る

と

思

い

ま

す

が

、

ほ

ぼ

悪

役

に

な

っ

て

し

ま

い

ま

す

」

 

宮

下

「

…

」

 

武

山

「

あ

と

、

製

作

費

も

ツ

ラ

い

で

す

。

こ

の

尺

な

ら

も

う

映

画

で

す

。

宮

下

さ

ん

も

ご

承

知

だ

と

思

い

ま

す

が

、

ウ

チ

の

コ

ン

テ

ン

ツ

で

新

作

映

画

を

作

れ

ば

、

興

収

１

０

０

億

は

下

ら

な

い

。

そ

れ

を

Ｔ

Ｖ

で

や

る

と

い

う

の

は

、

ど

う

か

と

…
。

そ

ち

ら

に

は

十

分

貢

献

し

て

い

る

は

ず

で

す

よ

」

 

 

○

ア

ニ

メ

ス

タ

ジ

オ

３

（

昼

）

 

仁

科

弘

明

「

え

っ

？

 

深

夜

帯

や

っ

て

る

ウ

チ

が

２

時

間

ア

ニ

メ

？

」

 

宮

下

「

は

い

。

そ

ち

ら

は

ウ

チ

の

子

会

社

な

の

で

、

お

願

い

し

た

い

と

…

」

 

仁

科

「

中

身

は

ど

う

す

る

の

で

す

か

？

 

オ

リ

ジ

ナ

ル

で

す

か

、

そ

れ

と

も

版

権

物

で

す

か

？

」

 



フィクション劇場 第十一話「募金」 

 19 

宮

下

「

そ

こ

ま

で

は

、

ま

だ

決

め

て

い

ま

せ

ん

が

…

」

 
仁

科

「

も

し

、

版

権

物

な

ら

、

こ

ち

ら

に

も

相

応

の

覚

悟

が

必

要

に

な

り

ま

す

よ

」

 

宮

下

「

覚

悟

で

す

か

？

」

 

仁

科

「

は

い

。

版

権

物

は

原

作

の

漫

画

な

り

小

説

な

り

に

、

既

に

フ

ァ

ン

が

つ

い

て

い

ま

す

か

ら

評

価

も

シ

ビ

ア

で

す

し

、

当

た

り

前

で

す

が

、

作

者

の

意

向

が

無

視

で

き

ま

せ

ん

。

で

す

か

ら

、

こ

ち

ら

で

勝

手

に

や

っ

て

い

い

も

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

」

 

宮

下

「

そ

れ

は

、

承

知

し

て

い

ま

す

が

…

」

 

仁

科

「

こ

の

辺

の

こ

と

を

先

に

き

ち

ん

と

契

約

と

か

で

決

め

て

お

か

な

い

と

ダ

メ

で

す

ね

。

何

か

あ

っ

た

時

に

、

誰

が

ど

う

責

任

を

取

る

の

か

っ

て

話

も

含

め

て

」

 

宮

下

「

で

は

、

オ

リ

ジ

ナ

ル

で

は

ど

う

で

す

か

？

」

 

仁

科

「

こ

う

い

う

系

の

話

は

や

っ

た

こ

と

が

な

い

の

で

、

何

と

も

言

え

ま

せ

ん

。

た

だ

、

私

た

ち

が

制

作

し

て

い

る

深

夜

帯

の

ア

ニ

メ

は

万

人

向

け

で

は

な

く

て

尖

っ

て

い

る

も

の

が

多

い

。

…

と

い

う
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か

、

尖

っ

て

る

こ

と

を

や

れ

る

の

が

深

夜

帯

の

魅

力

だ

と

思

っ

て

い

ま

す

。

例

え

、

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

が

タ

イ

ト

で

製

作

費

が

少

な

く

て

も

、

で

す

。

正

直

、

ホ

ン

ト

に

キ

ツ

い

ん

で

す

よ

。

落

と

し

て

る

作

品

を

見

た

こ

と

が

あ

る

で

し

ょ

う

？

」

 

宮

下

「

耳

に

し

た

こ

と

は

あ

り

ま

す

が

…

」

 

仁

科

「

そ

れ

に

、

ま

さ

か

『

謎

の

光

』

と

か

『

謎

の

Ｂ

Ｇ

Ｍ

』

と

か

が

バ

ン

バ

ン

出

て

く

る

よ

う

な

ア

ニ

メ

を

、

真

っ

昼

間

に

オ

ン

エ

ア

出

来

る

訳

な

い

で

す

よ

」

 

 

○

プ

ロ

ジ

ュ

ー

サ

ー

会

議

 

２

回

目

（

昼

）

 

宮

下

「

そ

れ

じ

ゃ

、

始

め

よ

う

か

。

こ

の

前

の

宿

題

か

ら

」

 

石

川

「

宮

下

さ

ん

、

ア

ニ

メ

の

方

は

ど

う

で

し

た

？

」

 

宮

下

「

お

願

い

は

し

に

行

っ

た

が

、

無

理

だ

な

。

や

は

り

ア

ニ

メ

は

人

と

お

金

と

時

間

が

か

か

る

」

 

真

鍋

「

子

供

た

ち

が

見

て

く

れ

れ

ば

、

世

帯

の

数

字

も

あ

が

る

ん

で

す

け

ど

ね

」
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宮

下

「

そ

う

だ

が

、

こ

れ

ば

っ

か

り

は

仕

方

な

い

」

 

宮

下

「

真

鍋

く

ん

、

ド

ラ

マ

の

方

は

？

」

 
真

鍋

「

は

い

。

ス

ポ

ン

サ

ー

か

ら

は

、

や

は

り

カ

ー

ア

ク

シ

ョ

ン

は

、

番

組

に

そ

ぐ

わ

な

い

の

で

協

力

で

き

な

い

と

の

こ

と

で

し

た

」

 

宮

下

「

じ

ゃ

あ

、

ア

ク

シ

ョ

ン

抜

き

で

、

オ

リ

ジ

ナ

ル

の

フ

ラ

ン

ス

の

ド

ラ

マ

の

よ

う

に

、

メ

イ

ン

を

二

人

に

す

る

よ

う

な

形

で

は

ダ

メ

そ

う

な

の

か

？

」

 

真

鍋

「

そ

の

話

も

し

ま

し

た

が

、

そ

れ

で

す

と

他

局

の

番

組

と

似

て

し

ま

う

と

い

う

懸

念

が

あ

る

と

言

わ

れ

ま

し

て

…

」

 

宮

下

「

…

確

か

に

向

こ

う

の

方

が

有

名

だ

し

な

。

例

年

通

り

の

線

で

行

く

し

か

な

い

か

…

」

 

宮

下

「

ネ

ッ

ト

の

方

は

ど

う

だ

？

」

 

藤

村

「

は

い

。

配

信

は

技

術

的

に

は

出

来

そ

う

だ

と

の

こ

と

で

し

た

。

た

だ

、

ア

ン

チ

対

策

が

大

変

そ

う

で

す

」

 

宮

下

「

ど

の

辺

り

が

だ

？

」

 

藤

村

「

ま

だ

、

調

べ

て

い

る

最

中

で

す

が

、

チ

ャ

ッ
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ト

の

コ

メ

ン

ト

の

制

御

は

出

来

ま

す

。

ブ

ロ

ッ

ク

す

る

単

語

の

設

定

、

メ

ッ

セ

ー

ジ

の

待

機

、

管

理

者

対

応

の

三

段

構

え

に

な

り

ま

す

」

 

宮

下

「

じ

ゃ

あ

、

そ

の

三

段

構

え

に

つ

い

て

説

明

し

て

も

ら

え

る

か

？

」

 

藤

村

「

は

い

。

ま

ず

は

ブ

ロ

ッ

ク

す

る

単

語

の

設

定

で

す

が

、

あ

ら

か

じ

め

設

定

で

き

ま

す

し

、

途

中

で

変

更

も

出

来

ま

す

」

 

宮

下

「

最

初

に

ブ

ロ

ッ

ク

す

る

単

語

は

、

ど

う

い

う

の

を

考

え

て

る

？

」

 

藤

村

が

躊

躇

す

る

。

 

藤

村

「

…

言

っ

て

も

い

い

の

で

す

か

？

」

 

宮

下

「

か

ま

わ

ん

」

 

藤

村

「

え

っ

と

…

、
『

偽

善

』

と

か

『

感

動

ポ

ル

ノ

』

と

か

、
『

ギ

ャ

ラ

』

と

か

『

や

ら

せ

』

と

か

『

着

服

』

と

か

…

」

 

全

員

「

…

」

 

宮

下

「

…

全

部

、

聞

き

た

く

な

い

ヤ

ツ

だ

な

…

」

 

藤

村

「

ブ

ロ

ッ

ク

す

る

単

語

で

す

か

ら

…

」

 

宮

下

は

息

を

つ

く

。
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宮

下

「

ま

あ

、

分

か

っ

た

。

次

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

待

機

っ

て

い

う

の

は

？

」

 
藤

村

「

送

ら

れ

た

チ

ャ

ッ

ト

の

間

隔

に

時

間

制

限

を

設

け

る

こ

と

で

す

。

一

度

に

大

量

の

チ

ャ

ッ

ト

が

来

た

場

合

に

有

効

で

す

」

 

宮

下

「

Ｄ

Ｄ

ｏ

Ｓ

対

策

み

た

い

な

の

か

？

」

 

藤

村

「

イ

メ

ー

ジ

的

に

は

そ

う

で

す

ね

。

た

だ

、

あ

ま

り

間

隔

を

開

け

て

し

ま

う

と

、

ラ

イ

ブ

感

が

薄

れ

ま

す

か

ら

、

そ

の

辺

の

匙

加

減

は

必

要

だ

と

思

い

ま

す

」

 

宮

下

「

最

後

の

は

？

」

 

藤

村

「

チ

ャ

ッ

ト

全

体

の

管

理

で

す

。

非

常

時

に

チ

ャ

ッ

ト

の

オ

ン

オ

フ

が

で

き

ま

す

」

 

宮

下

「

そ

う

す

る

と

、

ま

ず

単

語

で

弾

い

て

、

メ

ッ

セ

ー

ジ

間

隔

を

空

け

て

確

認

す

る

時

間

を

設

け

て

弾

い

て

、

ど

う

し

よ

う

も

な

く

な

っ

た

ら

チ

ャ

ッ

ト

を

無

効

に

す

る

、

と

い

う

感

じ

か

？

」

 

藤

村

「

そ

う

で

す

ね

」

 

宮

下

「

で

も

、

最

後

の

手

段

は

取

り

た

く

な

い

な

」

 

藤

村

「

そ

の

通

り

で

す

。

し

か

し

、

ブ

ロ

ッ

ク

出

来
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な

か

っ

た

チ

ャ

ッ

ト

の

削

除

は

基

本

的

に

手

作

業

に

な

り

ま

す

。

で

す

の

で

、

そ

れ

な

り

に

人

を

当

て

な

い

と

パ

ン

ク

す

る

可

能

性

が

あ

り

ま

す

」

 

宮

下

「

ど

の

く

ら

い

必

要

に

な

り

そ

う

な

ん

だ

？

」

 

藤

村

「

初

め

て

の

試

み

で

す

か

ら

、

正

直

、

読

め

ま

せ

ん

。

具

体

的

に

言

え

ば

、

同

接

、

つ

ま

り

同

時

に

接

続

す

る

ア

カ

ウ

ン

ト

の

数

の

見

積

も

り

が

難

し

い

ん

で

す

」

 

宮

下

「

似

た

よ

う

な

前

例

と

か

は

な

い

の

か

？

」

 

藤

村

「

募

金

で

は

知

り

ま

せ

ん

が

、

ネ

ッ

ト

の

人

間

は

興

味

本

位

で

ア

ク

セ

ス

す

る

ヤ

ツ

ら

が

多

い

で

す

か

ら

、

今

回

や

る

と

す

れ

ば

、

か

な

り

の

数

に

な

る

と

思

い

ま

す

。

あ

ま

り

良

い

例

で

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

ネ

ッ

ト

の

気

象

情

報

番

組

の

キ

ャ

ス

タ

ー

さ

ん

の

時

な

ん

か

は

、

目

で

追

え

な

い

く

ら

い

の

チ

ャ

ッ

ト

が

飛

び

交

っ

て

ま

し

た

か

ら

。

確

か

、

同

接

が

１

万

人

以

上

は

い

た

と

思

い

ま

す

。

た

だ

１

ア

カ

ウ

ン

ト

あ

た

り

の

コ

メ

ン

ト

数

が

か

な

り

多

か

っ

た

の

で

は

な

い

か

と

い

う

話

で

す

」

 

宮

下

「

…

リ

ス

ク

が

あ

る

っ

て

こ

と

か

？

」

 



フィクション劇場 第十一話「募金」 

 25 

藤

村

「

そ

う

で

す

ね

。

同

接

の

人

数

と

、

そ

の

人

た

ち

の

コ

メ

ン

ト

数

に

よ

り

ま

す

が

…

」

 
宮

下

「

し

か

し

、

募

金

の

間

口

を

広

け

る

意

味

で

は

何

と

か

や

り

た

い

と

こ

ろ

だ

な

。

い

ざ

と

な

れ

ば

チ

ャ

ッ

ト

欄

を

無

効

に

す

れ

ば

い

い

訳

だ

し

」

 

藤

村

「

そ

れ

は

そ

う

な

の

で

す

が

…

」

 

宮

下

「

…

よ

し

、

こ

れ

に

つ

い

て

は

や

る

方

向

で

行

こ

う

。

他

か

ら

何

か

言

わ

れ

た

ら

私

が

出

向

く

っ

て

言

っ

て

く

れ

」

 

石

川

・

真

鍋

・

藤

村

「

は

い

」

 

 

○

江

ノ

島

秀

樹

の

部

屋

（

夜

）

 

テ

レ

ビ

で

「

Ｓ

．

Ａ

．

Ｇ

．

Ｉ

．
」

の

告

知

を

見

て

い

る

。

 

江

ノ

島

「

…

っ

た

く

、

今

年

も

や

る

の

か

よ

、

こ

れ

。

オ

レ

も

昔

は

ピ

ュ

ア

だ

っ

た

か

ら

、

募

金

箱

を

持

っ

た

お

ね

え

さ

ん

に

『

少

な

い

け

ど

』

っ

て

、

小

銭

を

入

れ

て

た

も

ん

だ

が

…

。

こ

れ

だ

け

、

い

ろ

い

ろ

言

わ

れ

て

い

る

の

に

な

あ

。

さ

っ

さ

と

終

わ

れ

ば

い

い

の

に

…

」
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江

ノ

島

は

、

腕

を

頭

の

後

に

回

し

て

仰

向

け

に

寝

る

。

 
江

ノ

島

「

あ

〜

あ

、

オ

レ

だ

っ

て

、

社

会

の

役

に

立

ち

た

い

と

は

思

っ

て

る

ん

だ

け

ど

…

。

募

金

の

使

い

道

と

か

募

金

額

が

ホ

ン

ト

か

ど

う

か

は

っ

き

り

し

な

い

ん

じ

ゃ

あ

な
…

。

ま

あ

、

億

と

か

寄

付

す

り

ゃ

あ

別

な

ん

だ

ろ

う

け

ど

、

オ

レ

一

人

じ

ゃ

あ

な

あ

…

」

 

江

ノ

島

は

、

ハ

ッ

と

し

て

起

き

る

。

 

江

ノ

島

「

オ

レ

一

人

…

？

 

一

人

じ

ゃ

な

き

ゃ

い

い

っ

て

こ

と

か

？

」

 

江

ノ

島

が

、

ネ

ッ

ト

で

探

す

（

注

：

ク

ラ

フ

ァ

ン

の

サ

イ

ト

）
。

 

江

ノ

島

「

い

や

、

普

通

の

じ

ゃ

ダ

メ

だ

。

寄

付

す

る

よ

う

な

形

で

な

い

と

…

」

 

江

ノ

島

が

、

ま

た

、

ネ

ッ

ト

で

探

す

（

注

：

募

金

サ

イ

ト

）
。

 

江

ノ

島

「

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

と

か

じ

ゃ

な

い

と

ダ

メ

な

の

か

？

 

他

に

な

い

の

か

？

」

 

江

ノ

島

が

、

ま

た

、

ネ

ッ

ト

で

探

す

（

注

：



フィクション劇場 第十一話「募金」 

 27 

寄

付

サ

イ

ト

）
。

 

江

ノ

島

「

…

こ

れ

な

ら

行

け

そ

う

だ

！

」

 

 

○

国

技

館

（

番

組

ス

タ

ー

ト

：

朝

）

 

宮

下

が

国

技

館

の

ス

タ

ッ

フ

ル

ー

ム

で

立

っ

て

様

子

を

見

て

い

る

。

 

宮

下

「

ネ

ッ

ト

の

方

は

？

」
 

石

川

「

今

の

と

こ

ろ

、

特

に

ト

ラ

ブ

ル

は

あ

り

ま

せ

ん

」

 

宮

下

「

分

か

っ

た

、

引

き

続

き

頼

む

」

 

石

川

「

は

い

」

 

 

○

ネ

ッ

ト

民

（

自

宅

：

朝

）

 

ネ

ッ

ト

民

１

は

Ｐ

Ｃ

で

マ

ラ

ソ

ン

の

様

子

を

動

画

で

見

て

い

る

。

 

ネ

ッ

ト

民

１

「

結

局

や

る

の

か

よ

、

マ

ラ

ソ

ン

。

動

画

で

走

っ

て

る

場

所

が

分

か

る

け

ど

、

ワ

ー

プ

と

か

し

な

い

だ

ろ

う

な

？

 

自

分

の

首

絞

め

そ

う

だ

け

ど

…

」

 

配

信

チ

ャ

ッ

ト

欄

に

「

海

岸

の

ゴ

ミ

を

拾

っ
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て

寄

付

し

よ

う

！

（

Ｕ

Ｒ

Ｌ

）
」

の

チ

ャ

ッ

ト

が

現

れ

る

。

 
ネ

ッ

ト

民

１

「

な

ん

だ

こ

り

ゃ

？

」

 
ネ

ッ

ト

民

１

は

Ｕ

Ｒ

Ｌ

を

ク

リ

ッ

ク

。
「

キ

フ

ハ

ウ

ス

」

の

Ｈ

Ｐ

に

飛

ぶ

。

 

キ

フ

ハ

ウ

ス

の

Ｈ

Ｐ

に

は

「

Ｓ

．

Ａ

．

Ｇ

．

Ｉ

．

 

応

援

企

画

。

海

岸

の

ゴ

ミ

を

拾

っ

て

寄

付

し

よ

う

！

」

の

文

字

。
 

ネ

ッ

ト

民

１

「

よ

く

分

か

ら

ん

な

…
、

こ

れ

。

ゴ

ミ

を

拾

っ

て

寄

付

す

る

っ

て

、

ビ

ン

と

か

カ

ン

と

か

拾

っ

て

廃

品

回

収

に

出

せ

っ

て

か

？

 

そ

も

そ

も

、

こ

こ

か

ら

海

ま

で

行

く

の

に

ど

れ

だ

け

か

か

る

と

思

っ

て

ん

だ

？

 
…

っ

た

く

、

こ

う

い

う

ゴ

ミ

チ

ャ

ッ

ト

こ

そ

運

営

で

消

し

て

く

れ

り

ゃ

あ

い

い

の

に

…

」

 

ネ

ッ

ト

民

１

は

ネ

ッ

ト

で

マ

ラ

ソ

ン

配

信

を

見

て

い

る

。

 

ネ

ッ

ト

民

１

は

、

ハ

ッ

と

気

づ

く

。

 

ネ

ッ

ト

民

１

「

ち

ょ

っ

と

待

て

…

。

海

岸

の

ゴ

ミ

…

？

 

何

か

聞

い

た

こ

と

あ

る

ぞ

」
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ネ

ッ

ト

民

１

は

検

索

で

「

海

岸

 

ゴ

ミ

」

と

入

力

す

る

。

 

ネ

ッ

ト

民

１

は

最

後

に

「

2
c

h

」

と

入

力

す

る

（

こ

の

画

面

は

見

え

て

い

な

い

）

 

ネ

ッ

ト

民

１

「

こ

れ

だ

」

 

ネ

ッ

ト

民

１

「

…

」

 

ネ

ッ

ト

民

１

「

…

そ

う

か

、

そ

う

い

う

こ

と

か

！

」

 

 

○

国

技

館

（

午

前

中

）

 

宮

下

が

国

技

館

の

ス

タ

ッ

フ

ル

ー

ム

で

、

番

組

の

様

子

を

見

て

い

る

。

 

石

川

「

宮

下

さ

ん

、

配

信

の

チ

ャ

ッ

ト

欄

に

、

Ｕ

Ｒ

Ｌ

付

き

の

『

海

岸

の

ゴ

ミ

を

拾

っ

て

寄

付

し

よ

う

！

』

っ

て

コ

メ

ン

ト

が

増

え

て

い

ま

す

」

 

宮

下

「

新

手

の

嫌

が

ら

せ

か

？

」

 

石

川

「

よ

く

分

か

り

ま

せ

ん

。

悪

意

は

な

い

よ

う

で

す

が

…

」

 

宮

下

「

そ

の

Ｕ

Ｒ

Ｌ

の

先

は

？

」

 

石

川

「

ど

う

や

ら

寄

付

の

専

門

サ

イ

ト

の

よ

う

で

、

個

人

が

発

起

人

に

な

っ

て

る

み

た

い

で

す

。

一
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応

、

こ

の

番

組

の

応

援

サ

イ

ト

を

謳

っ

て

い

ま

す

が
…

」

 

宮

下

の

ス

マ

ホ

に

真

鍋

か

ら

電

話

。

 

宮

下

「

宮

下

だ

が

」

 

真

鍋

（

声

）
「

宮

下

さ

ん

？

 

ウ

チ

へ

の

寄

付

サ

イ

ト

が

立

ち

上

が

っ

て

い

ま

す

！

」

 

宮

下

「

あ

あ

、

そ

れ

は

石

川

か

ら

聞

い

た

が

…

」

 

真

鍋

「

す

ご

い

勢

い

で

寄

付

が

伸

び

て

い

ま

す

。

番

組

が

始

ま

っ

て

３

時

間

ほ

ど

で

す

が

、

既

に

１

億

を

突

破

し

て

い

ま

す

」

 

宮

下

「

な

ん

だ

っ

て

⁉︎

 

誰

が

や

っ

て

る

ん

だ

？

」

 

真

鍋

「

分

か

り

ま

せ

ん

が

、

ま

だ

伸

び

続

け

て

い

ま

す

。

こ

の

ま

ま

の

ペ

ー

ス

だ

と

４

億

円

を

超

え

る

か

も

知

れ

ま

せ

ん

！

」

 

宮

下

「

凄

い

味

方

が

出

て

き

た

な

…

。

よ

し

！

 

そ

こ

の

発

起

人

と

連

絡

を

取

っ

て

く

れ

！

 

出

来

れ

ば

、

フ

ィ

ナ

ー

レ

に

出

演

し

て

も

ら

い

た

い

と

。

リ

モ

ー

ト

で

も

い

い

。

そ

れ

も

無

理

な

ら

コ

メ

ン

ト

だ

け

で

も

欲

し

い

と

伝

え

て

く

れ

！

」

 

真

鍋

「

分

か

り

ま

し

た

！

」
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宮

下

「

こ

れ

で

、

寄

付

の

方

は

行

け

そ

う

だ

。

後

は

、

視

聴

率

か

…

」

 
宮

下

「

ス

テ

ー

ジ

の

方

、

も

っ

と

盛

り

上

げ

る

よ

う

に

言

っ

て

く

れ

！

」

 

 

○

国

技

館

（

お

昼

く

ら

い

）

 

真

鍋

か

ら

宮

下

に

電

話

。

 

宮

下

「

は

い

、

宮

下

だ

」

 

真

鍋

「

宮

下

さ

ん

で

す

か

？

 

真

鍋

で

す

。

例

の

サ

イ

ト

の

件

、

Ａ

Ｄ

の

近

藤

に

お

願

い

し

ま

し

た

が

、

大

変

で

す

！

 

そ

ち

ら

に

行

っ

て

説

明

し

ま

す

！

」

 

真

鍋

が

電

話

を

切

る

。

 

宮

下

「

？

」

 

真

鍋

と

Ａ

Ｄ

の

近

藤

和

美

が

駆

け

込

ん

で

く

る

。

 

宮

下

「

真

鍋

、

何

が

大

変

な

ん

だ

？

 

金

額

が

そ

ん

な

に

伸

び

て

い

る

の

か

？

」

 

真

鍋

「

違

い

ま

す

！

 

詳

し

く

は

近

藤

に

説

明

し

て

も

ら

い

ま

す

」
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近

藤

「

宮

下

さ

ん

、

マ

ズ

い

で

す

！

 

こ

れ

は

ウ

チ

の

番

組

に

対

す

る

抗

議

で

す

！

」

 
宮

下

「

抗

議

？

 

ど

う

い

う

こ

と

だ

？

」

 

近

藤

「

こ

の

『

海

岸

の

ゴ

ミ

を

拾

っ

て

』

の

と

こ

ろ

で

す

！

」

 

宮

下

「

あ

あ

、

そ

れ

か

。

あ

ま

り

気

に

し

て

い

な

か

っ

た

が

、

何

か

意

味

が

あ

る

の

か

？

」

 

近

藤

「

大

有

り

で

す

！

」

 

宮

下

「

ど

う

い

う

意

味

な

ん

だ

？

」

 

近

藤

「

昔

、

他

局

の

報

道

姿

勢

に

抗

議

す

る

た

め

に

、

そ

の

局

の

ゴ

ミ

拾

い

企

画

を

つ

ぶ

そ

う

と

、

ネ

ッ

ト

の

連

中

が

、

先

回

り

し

て

海

岸

の

ゴ

ミ

を

全

部

拾

っ

た

こ

と

が

あ

っ

た

ん

で

す

。

つ

ま

り

、

こ

の

言

葉

は

、

そ

れ

と

同

じ

こ

と

を

や

る

ぞ

、

と

い

う

意

思

表

示

な

ん

で

す

！

」

 

宮

下

「

…

と

い

う

こ

と

は

？

」

 

近

藤

「

そ

う

で

す

！

 

こ

の

募

金

は

善

意

じ

ゃ

な

ん

で

す

！

」

 

宮

下

、

顔

面

蒼

白

。

 

真

鍋

「

宮

下

さ

ん

！

 

こ

れ

だ

け

の

額

に

な

れ

ば

、
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当

然

、

使

い

道

の

チ

ェ

ッ

ク

も

求

め

ら

れ

ま

す

！

」

 
宮

下

「

石

川

！

 

チ

ャ

ッ

ト

か

ら

、

こ

れ

を

弾

け

な

い

の

か

？

」
 

石

川

「

で

、

で

き

ま

す

が

…

。

応

援

を

謳

っ

て

い

る

ん

で

す

よ

⁉︎

」

 

真

鍋

「

宮

下

さ

ん

、

こ

の

話

、

既

に

Ｓ

Ｎ

Ｓ

で

広

が

っ

て

い

ま

す

！

 

だ

か

ら

、

こ

の

ゴ

ミ

拾

い

の

意

味

を

知

ら

な

い

人

間

も

、

こ

の

サ

イ

ト

で

寄

付

し

て

い

る

よ

う

で

す

！

」

 

近

藤

「

そ

れ

に

、

こ

の

サ

イ

ト

は

、

私

た

ち

に

寄

付

し

た

募

金

の

使

い

道

の

詳

細

を

公

開

さ

せ

る

と

言

っ

て

い

ま

す

！

 

そ

れ

も

拍

車

を

か

け

て

い

ま

す

！

」

 

宮

下

「

…

」

 

石

川

「

宮

下

さ

ん

、

ど

う

し

ま

す

か

⁉︎

 

チ

ャ

ッ

ト

欄

を

無

効

に

し

ま

す

か

⁉︎

」

 

宮

下

「

…

」

 

 

○

大

日

本

テ

レ

ビ

局

内

（

番

組

翌

日

：

昼

）
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番

組

の

結

果

が

出

る

。

 

視

聴

率

は

目

標

に

届

か

な

か

っ

た

も

の

の

、

募

金

額

は

大

幅

増

。

 
ネ

ッ

ト

で

は

「

大

勝

利

！

」

な

ど

の

Ｓ

Ｎ

Ｓ

や

動

画

が

上

が

る

。

 

落

ち

込

ん

で

い

る

宮

下

。

 

宮

下

に

、

元

司

会

者

の

萩

原

か

ら

電

話

が

入

る

。

 

宮

下

「

は

い

、

宮

下

で

す

」

 

萩

原

（

声

）
「

僕

だ

」

 

宮

下

「

あ

、

萩

原

さ

ん

！

」

 

萩

原

（

声

）
「

今

年

も

見

て

た

よ

。

お

疲

れ

さ

ま

」

 

宮

下

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

 

萩

原

（

声

）
「

そ

れ

で

…

」

 

宮

下

「

何

で

し

ょ

う

か

？

」

 

萩

原

（

声

）
「

僕

が

、

も

う

こ

の

番

組

に

ど

う

こ

う

い

う

立

場

じ

ゃ

な

い

の

は

分

か

っ

て

る

ん

だ

け

ど

…

、

一

度

立

ち

止

ま

っ

て

考

え

て

み

て

は

ど

う

か

な

、

と

思

っ

て

ね

」

 

宮

下

「

…

」
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萩

原

（

声

）
「

こ

の

番

組

の

歴

史

は

長

い

が

、

最

初

は

単

発

の

ス

ペ

シ

ャ

ル

番

組

だ

っ

た

。

そ

れ

は

、

知

っ

て

る

よ

ね

？

」

 

宮

下

「

は

い

、

存

じ

て

い

ま

す

」

 

萩

原

（

声

）
「

そ

れ

が

、

今

ま

で

続

い

て

き

た

の

は

、

視

聴

者

の

み

な

さ

ん

に

、

こ

の

番

組

の

意

義

を

認

め

て

も

ら

っ

て

た

か

ら

だ

と

思

っ

て

る

」

 

宮

下

「

そ

の

通

り

だ

と

思

い

ま

す

」
 

萩

原

（

声

）
「

僕

は

、

ネ

ッ

ト

と

か

よ

く

知

ら

な

い

ん

だ

け

ど

、

募

金

で

何

か

あ

っ

た

ら

し

い

ね

？

」

 

宮

下

「

…

は

い

」

 

萩

原

（

声

）
「
『

や

ら

な

い

善

よ

り

や

る

偽

善

』

と

は

よ

く

言

っ

た

も

の

だ

け

ど

、

募

金

は

受

け

取

ら

な

き

ゃ

い

け

な

い

だ

ろ

う

？

」

 

宮

下

「

そ

の

通

り

で

す

」

 

萩

原

（

声

）
「

…

僕

は

、

何

も

や

め

よ

う

と

言

っ

て

い

る

ん

じ

ゃ

な

い

。

１

回

目

の

時

は

、

そ

れ

が

時

代

に

合

っ

て

い

た

か

ら

そ

う

な

っ

た

ん

だ

と

思

う

。

冒

険

心

み

た

い

な

も

の

も

あ

っ

た

し

ね

」

 

宮

下

「

は

い

」
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萩

原

（

声

）
「

視

聴

者

の

み

な

さ

ん

に

番

組

の

意

義

を

認

め

て

も

ら

え

る

な

ら

…

、

形

に

こ

だ

わ

る

必

要

は

な

い

ん

じ

ゃ

な

い

か

な

？

」

 

宮

下

「

…
」

 

 

○

同

局

内

 

取

締

役

室

（

昼

）

 

山

田

「

宮

下

く

ん

、

お

疲

れ

だ

っ

た

。

今

回

の

募

金

額

は

凄

か

っ

た

ね

」

 

宮

下

「

は

い

」

 

山

田

「

そ

こ

を

見

込

ん

で

、

来

年

も

君

に

や

っ

て

欲

し

い

と

思

っ

て

い

る

ん

だ

が

…

」

 

宮

下

「

取

締

役

、

あ

り

が

た

い

お

話

し

な

の

で

す

が

、

私

は

一

度

立

ち

止

ま

っ

て

、

こ

の

番

組

の

こ

と

を

考

え

た

い

の

で

す

。

で

す

か

ら

、

来

年

は

番

組

を

一

度

休

む

形

を

ご

提

案

し

た

い

の

で

す

が

…

」

 

山

田

は

机

を

叩

き

、

 

山

田

「

何

を

言

っ

て

い

る

ん

だ

！

 

一

度

休

め

ば

、

再

開

す

る

時

に

苦

労

す

る

の

は

分

か

っ

て

い

る

だ

ろ

う

！

」
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宮

下

「

は

い

…

」

 

山

田

「

そ

れ

に

、

私

が

い

る

間

に

こ

の

番

組

を

止

め

る

な

ん

て

と

ん

で

も

な

い

！

 

先

輩

方

に

顔

が

立

た

ん

！

 
こ

の

番

組

に

憧

れ

て

入

社

し

て

来

る

新

人

た

ち

も

い

る

ん

だ

ぞ

！

」

 

宮

下

「

…

そ

れ

が

…
、

こ

の

番

組

の

意

義

な

の

で

す

か

…

？

」

 

 

○

宮

下

自

宅

（

翌

年

：

昼

）

 

自

宅

で

宮

下

と

息

子

が

Ｔ

Ｖ

を

見

て

い

る

。

 

息

子

「

こ

の

番

組

、

父

さ

ん

が

や

っ

て

た

ん

だ

よ

ね

？

」

 

宮

下

「

そ

う

だ

」

 

息

子

「

こ

れ

、

マ

ラ

ソ

ン

１

０

０

ｋ

ｍ

っ

て

、

凄

い

よ

な

」

 

宮

下

「

…

映

っ

て

る

時

は

な

」

 

 

Ｅ

Ｎ

Ｄ

 

（

２

０

２

５

年

６

月

１

５

日

 

初

出

）

 

（

２

０

２

５

年

８

月

１

日

 

単

話

ア

ッ

プ

）

 


